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浜名湖西方地域の秩父帯付加コンプレックスから産出した
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丹羽耕輔・大塚勉

信州大学理学部地質科学教室

Late Paleozoic and Mesozoic radiolarian fossils from the

　　　　　　CHIchibu Accretionary Complex in the western

　　　　　　　　　　　area of Lake Hamana, central Japan.

　　　　　　　　　　　　　　　　Kohsuke NIWA and Tsutomu OTSUKA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Department　of　Geology，　Faculty　of　Sciellce

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shinshu　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Jalluary　11，2002）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．bstract

　　　The　accretionary　cornplex　of　the　Chichibu　Terrane　in　the　western　Lake　Harnalla

area　is　divided　illto　three　tectonic　units（Units　A，　B　and　C）on　the　basis　of　lithology　alld

structure．　Among　them，　the　Units　A　and　B　are　melallges　colnprising　chert，　basalt　and

limestone　blocks　and　mtldstone　matrices，　The　Ullit　C　is　an　accumulation　of　large－scale

rock　slabs　of　lirnestone　and　basalt．　The　Units　A　and　C　are　characterized　by　hor｛zorltal

accumulation　structure　of　the　slabs　and　well－developed　cleavage．　Although　the　Unit　B

steeply　illclilles　ill　usual，　rocks　of　the　ullit　show　Iess　deformati6n　than　other　ullits．　Late

Middle　and　late　Middle　to　early　Late　Jurassic　radiolarialls　are　obtained　from　chert　alld

siliceotis　mudstone　respectively　ill　the　Ullit　A．　Chert　of　the　Unit　B　yields　Early　Permian

alld　Middle　Triassic　radiolarians．　Middle　to　iate　Middle　Jurassic　radiolarians　are　found

ill　mudstone　and　other　pelitic　rocks　of　the　Ullit　B，　The　fossile　evidences　suggest　that

the　Ullit　A　is　correlative　with　tlle　Togano　Unit　of　the　Soutllern　Chichibu　Terrane　in

radiolarian　age．

key　words＝Chichibu　Terrane，　radiolaria，　Permian，　Triassic，　Jurassic，　accretionary

colnplex，1nelallge，　defor1皿ation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。はじめに

　　1980年代以降，放散虫化石に関する情報が急速に蓄積されてきている。四国・九州・関
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男山地などの秩父帯付加コンプレックスでは，堆積岩の年代や地質構造が明らかにされ，

その形成過程が論じられている（松岡ほか，1998など）。

　愛知県東部から静岡県西部にかけての秩父帯では，礒見（1958）によってはじめて地質

構造と化石年代に関する研究がおこなわれた。礒見は，浜名湖北方から西方にかけての地

域の“秩父古生層”を，チャート・粘板岩・輝緑凝灰岩などからなる井伊谷野と，砂岩・

チャート・粘板岩などからなる都田層に区分し，井伊谷野の石灰岩が凸凹4（吻s〃伽α

”％忽α7ガ∫帯を特微づける紡錘虫化石（八甜4〔吻5〃加αcf，”z6忽α瘤，　P　sp，，∫漉ωαg67加α

spp．）を産することから，年代をペルム紀古塔と考えた。

　松沢ほか（1961）は，愛知県豊橋市東部地域に分布する砂岩・頁岩・チャート・輝緑凝

灰岩・石灰岩などからなる地質体の岩相分布と構造を明らかにした。松沢らは，この地質

体を前述の下部ペルム難平伊谷層（礒見，1958）の西方延長であると考えた。

　水垣（1985）は浜名湖北西地域に分布する井伊谷層（礒見，1958）および都田層（礒

見，1958）の泥質岩からはじめて放散虫化石を抽出した。水垣はE多6σy7’撚6伽辮

観瑚7α翻∫6（Yao），　Sオガ。勿。砂sαメ砂07密。α（Yao），　Gyγ孟oo砂sα溜σs孟。詔θαYao，丁万60100砂sα

ヵ1ガ。α7⑦〃％Yao，7＝（？）ル∫勿槻ガs　Yao，1）ガの。卿〃詔α（P）んαフηo朋s露Mizutalli＆Kido，

痴γ燃（P）sp．などの，瀬野祝sp．　B群集（八尾ほか，1982）から研脇現αεo傭α‘粥群集

（lchikawa　alld　Yao，1976）を特徴づける放散虫化石を早い出し，泥質岩の年代がジュ

ラ紀四周から中世であることを明らかにした。また，泥質岩中にレンズ状に含まれる石灰

岩からペルム紀古世を示す紡錘虫化石（野馬π4⑳‘sπ〃ηα　SPP．，凸召％610soぬωα96フゼηα（P）sp．）

を，チャートからは4♂ろα沼6♂♂α〃毎ηg認α溶Ishiga，　Kito＆Imoto，／1．醐η％辮θ醒6α

Ishiga＆Imoto，　Ps8πづ。α必α露♂ε♂♂αcf．γメzo魏わ。論oγα6αオαIshiga＆Imoto，丁弼αssocα，％〆）8（？）

sp．などのべルム紀中世から三畳紀新世を示す放散虫化石の産出を報告した。これらのこ

とから，水垣は，石灰岩およびチャートがジュラ紀の泥質岩に含まれる門地性岩体である

と結論づけた。

　愛知県側の豊橋市東部地域では，池田（1990）が豊橋市岩崎町のチャートから三畳紀古

世から中世を示す放散虫化石（・476肋80ψoηgo野山％規ooηψα6伽辮Nakaseko＆Ni－

shimura，丁吻読漉％”け。’％％4％初Nakaseko＆Nishimura）を見いだした。さらに，家田

・杉山（1998）は同地零本坂峠のチャートから丁磁ssooαフ勿660ア。η伽Bragin，7＝cf，

4θ”θ”副（Nakaseko＆Nishilnura）などの三畳紀中世を示す放散虫化石の産出を報告

した。

　静岡県浜松市館山では，家田（2001）によって，都田層のチャートからFo〃26鷹％ZZ多6∫

（P）sp．，．41みα〃θ磁cf．〃伽g漁廊Ishiga，　Kito＆Imotoなどのべルム紀中世後期から新世

中期を示す放散虫化石および丁漉∬ooα”ψ660γoη磁αBragi11などの三畳紀中世を示す放

散虫化石の産出が，珪質頁岩から丁小郡s然微規cf．屠s鋸吻06η8θ（lsozaki＆Matsuda）など

のジュラ紀中世を示す放散虫化石の産出が報告された。

　これらの研究例があるものの，愛知県東部から静岡県西部にかけての秩父帯は，四国・

紀伊半島・関東山地などの秩父帯に比べ，付加コンプレック・スの構造や年代に関する研究

が著しく遅れているといわざるを得ない。今回，浜名湖西方地域の秩父帯のチャート・凝

灰質シルト岩・珪質泥岩・泥岩から，新たにペルム紀・三畳紀・ジュラ紀を示す放散虫化
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石が見いだされ，当地域に分布する秩父帯付加コンプレックスを構成する地質体の年代に

関する新たな知見が得られたので報告する。

2。地　　質

　浜名湖西方地域に分布する秩父帯付加コンプレックスは，岩相と地質構造に基づいて，

ユニットA・ユこットB・ユニットCの3つの地質体に区分される（図1）。

　ユニットAは泥岩基質中に砂岩・珪質泥岩・チャート・玄武岩・石灰岩などのブロック

を含むメランジュである。ユニットAでは，泥質岩に，片理や細密摺曲などが発達してお

り，ユニット南鮮に近い一部を除いて岩石の変形が全体的に強い。ユニットAには，赤褐

色を呈するチャートや泥岩が特徴的に含まれている。ユニットAでは，砂岩や泥岩にみら

れる級化などの堆積構造が失われていることが多い。玄武岩は長径数十m程度のブロック

として含まれる。玄武岩は暗緑色を呈し，発泡孔が認められる場合がある。石灰岩は長径

数十m程度のブロックとして含まれる。石灰岩は白色ないし灰色を呈し，凝灰岩や苦灰岩

を伴う。石灰岩は，A侃4吻s漉ηα捌忽α溶などのべルム紀古世の紡錘虫化石を含む（礒

見，1958；水垣，1985）。チャートの層理面および泥質岩の壁開面の姿勢はともに，東北

東一西南西走向で，一般に北北西または南南東方向におおむね0～400で傾斜する。本研

究において，ジュラ紀放散虫化石を産したチャートは暗灰色を呈し，3～5cmの厚さで成

層する。ジュラ紀放散虫化石を産した珪質泥岩は，灰色ないし淡褐色を呈し，塊状または

1～4Cmの厚さで成層する。珪質泥岩には，鏡下でスレート壁開や石英のプチグマ脈など

の変形構造が観察されるほか，粘土鉱物や細粒な砕屑粒子からなる基質中に多数の変形し

た放散虫化石が認められる。

　ユニットBは，泥岩基質中に砂岩・珪質泥岩・凝灰質シルト岩・チャート・玄武岩など

のブロックを含むメランジュである。ユニットBでは，砕屑岩の初生的な堆積構造が失わ

れていることが多い。玄武岩は長径数十m程度のブロックとして含まれる。玄武岩は暗緑

色を呈し，発泡孔が認められる場合がある。チャートは，暗灰色・白色・淡褐色を呈する

ものが多く，ユこットAの場合のように赤褐色を呈するものは稀である。チャートには一

般に多数の石英脈が発達している。書下では，隠微晶質石英を主体とする基質中に多数の

放散虫化石が観察される。チャートの層理面および泥質岩の壁開展の姿勢はともに，東北

東一西南西走向で，一般に北北西または南南東方向におおむね30～80．で傾斜する。本研

究でペルム紀放散虫化石を産したチャートは赤褐色ないし淡紅色を，三畳紀放散虫化石を

産したチャートは暗灰色ないし灰色を呈し，ともに3～4cmの厚さで成層する。ジュラ紀

放散虫化石を産した凝灰質シルト岩は淡緑色を呈し、3～4Cmの厚さで成層する。凝灰質

シルト岩には，鏡下で隠微晶質石英を主体とする基質中に多量の変質した黒雲母や，変質

した岩片と考えられる粒子，少量の角張った石英粒子や半自形のジルコンなどが認められ

る。ジュラ紀放散虫化石を産した珪質泥岩は，灰色ないし淡褐色を呈し，塊状または1

～3cmの厚さで成層する。珪質泥岩には，鏡下で粘土鉱物や細粒な砕屑粒子からなる基質

中に多数の放散虫化石が認められるほか，スレート壁開や石英のプチグマ脈などの変形構

造が観察される。ジュラ紀放散虫化石を産した泥岩は，灰色ないし褐色を呈し，スレート

壁開が発達している。泥岩には，鏡下で多くの石英・斜長石などの砕屑粒子のほか，放散
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図1　浜名湖西方における秩父帯付加コンプレックスのユニソト区分
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虫化石が認められる。

　ユニットCは，雨注質凝灰岩や玄武岩を主体とし，石灰岩・チャートおよび少量の混在

岩や千枚岩を伴う。ユニットCの苦鉄鞭凝灰岩に発達する壁面面の姿勢は東北東一西南西

走向で，一般に北北西または南南東方向におおむね0～30．で傾斜する。玄武岩は暗緑色

を呈し，発泡孔が認められることがある。玄武岩には，無下で斜長石や緑泥石が観察され

るが，輝石はおそらく変質のため残存していない。石灰岩は白色ないし灰色を呈し，凝灰

岩を伴う場合がある。ユニットCの石灰岩から紡錘虫化石の産出は報告されていない。チ

ャートは白色ないし淡褐色を呈し，再結晶が著しい。
　す　せ
　嵩山川流域の露頭では，ユニットAの混在岩とユニットCの苦鉄心凝灰岩が，破砕帯を

伴わない低角の断層を介して接しているようすが観察される。ユニットBとユニットC

は，東北東一西南西方向の高角な断層を介して互いに接することが，石巻山付近の岩相分

布から推定される。西神田川流域では，北側のユニットAから連続する低角な構造の地質

体と，南側のユニットBから連続する高角な構造の地質体との間に，幅10m以上の未固結

の破砕帯を伴う，東西方向の高角な断層が見いだされる。現段階では，この断層がユニッ

トAとユニットBの境界であると判断される。浜名湖西方地域の地質構造の詳細について

は，機を改めて記載することにする。

　今回，ユニットAのチャート・珪質泥岩，ユニットBのチャート・凝灰質シルト岩・珪

質泥岩・泥岩から，年代決定に有効な放散虫化石が得られた。ユニットCを構成する岩石

からも抽出を試みたが，放散虫化石は得られなかった。

3。放散虫化石と年代

　放散虫化石を抽出するため，チャート55試料，泥質岩62試料を採取し，約5％のフッ酸

溶液で表面のエッチングを行った。抽出を試みた試料のうち，ユニットAではチャート1

試料，珪質泥岩4試料，ユニットBではチャート3試料，凝灰質シルト岩1試料，珪質泥

岩6試料，泥岩3試料から比較的保存のよい放散虫化石が得られた。ユニットCの試料か

ら化石は得られなかった。放散虫化石の産出リストを表1に，産出地点を図2に示す。

ユニットA

　チャート

　試料01からは，E％6ッγ’鰯8JJ耀観蹴α6ηs6（Yao），丁耽0106砂sσ60麗辮Matsuoka，71

擁6α7％甥Yaoなどが産出する。　Matsuoka（1995）によると，　E観％組割ηsθと7＝ooηθκα，

Tρ♂舶γ％規は，丁痂。♂oα4＞sαooηθ紐帯において共存する。　Matsuoka（1995）の年代論

にもとつくと，このチャートの年代はジュラ紀中世後期である。

　珪質泥岩

　試料02からはS彰06砂5αcf．’θ磁Matsuoka，熟練。♂oαψsα60％καMatsuokaなどが産

出する。Matsuoka（1995）によると，　S．’θ磁と7＝oo麗καは717ガ6010α4）認60雨催帯上

部からS彰。αψsα（，）幼引臼帯の最下部において共存する。Matsuoka（1995）の年代論

にもとつくと，この珪質泥岩の年代はジュラ紀中世後期である。

　試料03からはS創06砂sα（P）舵編605嬬αMatsuoka，　S（2）砂磁傭Matsuoka，　S．’臨α

Matsuoka，7〕7蜘106砂sσ60ηθ冗αMatsuokaなどが産出する。　Matsuoka（1995）による
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表1 放散虫化石の産出リスト

試料採集地点は図2を参照

rock　type　ch：チャート，　ts： 凝灰質シルト岩，sm：珪質泥岩，　md：泥岩

Unit A
聖・ock ch sm ch t

s sm md
radiolarian　s　ecies　　　　　　　　　　　　sam　le　no． 0藍 02 03 04 05 10 12 16 09 060708 蓋3 14 18 li 重5 17

Perml細
P3θzκわα1δα〃θ〃αθ1εα刀51shi　a＆Imoto ⑭

P5θμζわα’わα〃θ〃αめ切θη’αr’αIshi　a＆Imoto ⑭

P5召π滅）α’わα〃θ〃α1∂ηπ3co加’εIshi　a＆Imoto ⑭

P∫θ鷹わα’加〃θ〃αaff，3伽’砿正shi　a＆Imoto 囎

Trl馳ssl¢

E∫加’研1S． 鯵

P1α　rゴ躍η？c£α厩1鰍〃3Suiama ㊥

P∫ε解譲）∫’10∫　乃αθ7θ’αo刀∫oα　　akaseko＆Nishhnura 璽 鱒

P∫ε〃ぬ3’103加θrα∫加π1∂5α　akaseko＆Nishimura 鯵

3　　’03　乃αθアα　　S　　， 働

7ン’α∬ooα加θ4θwθvθr’　akaseko＆Nishim旧・a ⑳

万’α∬ooα’ηε加’εroσo　写Su　i　ama 翻 醗
7｝圃’0「∫∫00ご2「〃～　θ　S　　． 鯵

」腿rassic

オπ　’o占rασぬαc£3’c〃’αKito＆De　Wever 働

∠1’℃ぬαθ06ガC　O’η1〃αS　． 翻 ⑭ ⑭ ⑱ ⑭ 醗

、4ro〃’oα　3α　α013飽r〃～α　Tan 鯵
1）’（P　O〃2’々」θ1’6「　S　　　． ㊧ ⑭ ㊥ 幽 ㊧ ⑭

Eπoπ’6ガθ〃〃〃1μη〃〃～αθη∫θ　Yao ⑭

Ez40　rご’0厚θ11μ〃3　S　　　． ⑭ ⑭ 鯵 劔 麟 ㈱ 醗 ⑲

α4（㍑θ〃αs． 鯵

飾μ脚傭掘。θη3召Isozaki＆Matsuda ⑭

騰甜耀s　， ⑭ ㊧ ⑭ ⑭ ㊧ 鯵 ⑭ ⑭ ⑭ 麟 ⑳

1Dorv’01η　　μ’α　S　　　． ⑭ ⑭ ⑭ 鯵 ⑭ ⑭

Pro∫24ηε4〃2α　S　　． ⑭ ㊥ ⑭ ㊥

髭’ぬ00α　∫α　S　　　． 鯵 ⑭ ⑭ 醗 鶴 ⑭ ⑭

3”01200【才　56～　S　　　． 鯵 総 鯵 鯵 ㊥．⑭

3’ocα5α？乱調oo5’α’αMatsuoka ⑭

3～ooα5α？cf乃ε〃廊05’α’αMatsuoka 鯵

5100α5α？5かα1なMatsuoka 鯵

5100α5α’θo’αMatsuoka ⑭

5100α∫αc武’θo’αMatsuoka 愚

ル’colooα∫αco刀ααMatsuoka 轡 鯵 ⑭ ⑭ ⑭ 爾 翻 ⑭ ⑭

7ン’oolocα∫α？　π5’o〃η’5　Yao 鯵 鰯

蹄’colocα3α　’∫oorπ，ηYao ⑭ ⑭ 鯵 鯵 ㊨ 鯵 ㊧

7ン’0010Cα　36～　S　　　． 総 鯵 ⑭ 鯵 鯵 ㊧ 爾 ㊨ 鯵 鍵 ㊧ 鶴 ⑭

τ初アα∫アαわ∫c£zθα’∫5　0zvoldova ⑭

ル’かαδ∫s． 動

7乃αηα〃々s． ⑫

σ加η7α　S　． ＠ 醗 ㊥

珊’”r∫θ礁’1諺〃η　S　　　． 麟 ⑭

と，S．の砂磁漉と8．の舵癬60S如齢，　S．嬬如，　T　60麗καは∫砂10αψSα（P）白下白帯の最下

部において共存する。Matsuoka（1995）の年代論にもとつくと，この珪質泥岩の年代は

ジュラ紀中世の最宋磁である。

　　試料04からは，7耽。♂oαψ∫α60％醐αMatsuokaなどが産出する。　Matsuoka（1995）に

よると，7＝60η醗αは，7耽010αψ∫α00ηθ耀帯からS創0α4）Sα（P）幼蜘傭帯セこかけて産出
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する。MatSuoka（1995）の年代論にもとつくと，この珪質泥岩の年代はシュラ紀中世後

期から新世前期までのある時期と推定される。

　試料05からは，7》76010αψ∫α60ηθ颯Matsuoka，7■ρ♂z6α捌祝Yaoなどが産出する。

Matsuoka（1995）によると，7’60麗翅とTヵ1z6α耀襯は7「η6010αψsαoo照κα帯におい

て共存する。Matsuoka（1995）の年代論にもとつくと，この珪質泥岩の年代はジュラ紀

中世後期であると推定される。
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　チャート

　試料10からは，」％伽g伽辮sp．，　P♂ψ碗％顧P）cf．侃勿謝窺Sugiyalna，　A甜40∫砂10∫一

助α6㍑メ砂。瑠6σ（Nakaseko＆Nishimura），∫λ幼加％10∫α（Nakaseko＆Nishimura），

7磁∬ooα伽θ46ω6θθ万（Nakaseko＆Nishimura），7＝彫舛〃060ηs　Sugiyarnaなどが産出

する。Yao（1982）によると，　T　4召z〃6θ碗は堀割∬06α吻）64θωθ昭が群集の代表種であ

る。Sugiyama（1992）によると，7＝賜惚ア060那は丁磁sso6σ吻6607ηη磁群集と

窺α∬ooα吻646鷹”副群集（Yao，1982）の構成種である。　Yao（1982）および

Sugiyama（1992）の年代論にもとつくと，このチャートの年代は三畳紀中世後期であ
る。

　試料12からは，A6％40吻♂oψ加醐ノ＠o航σ（Nakaseko＆Nishilnura），7物∬06α吻θ

〃碗6アooo那Sugiyamaなどが産出する。　Sugiyama（1992）によると，7＝辮膨zo60邸

は7吻∬06α伽66070η磁群集と乃ガα∬06α吻召46ωωθガ群集（Yao，1982）の構成種で

ある。Sugiyama（1992）の年代論にもとつくと，このチャートの年代は三畳紀中世中期

から後期までのある時期と推定される。

　試料16からは，R｝6忽。α1伽1♂6磁61咽αηs　Ishiga＆Imoto，　P　lo耀η孟8磁Ishiga＆

Imoto，　P　loηg粥ooγ痂s　Ishiga＆Imoto，　P　aff．∫げ伽16κIshiga＆ImotoなどのAlbaillel－

lariaが産出する。　P　aff．　s歪吻16κは，　pseudothoraxとpseudoabdolnenの間のくびれが

弱い点でPs初ψ1飢Ishiga＆Ilnotoに似ているが，　apical　coneが短い点で異なる。

Ishiga　＆　Imoto（1980）は，丹波帯凝結谷地域細見谷セクションの層状チャート中で

Aθ厩0σ伽〃θ〃αθ1㎎αη∫とP♂0窺θ泓α磁，PJoπgπS60甥云∫が共存することをみいだし，

北米におけるAlbaillella科放散虫化石との比較から，この年代をペルム紀古世のWolf－

campia11と結論づけている。　Ishiga＆Imoto（1980）の年代論にもとつくと，試料16の

年代はペルム紀古世前期である。

　凝灰質シルト岩

　試料09からは，7耽。♂oαψ∫α60％θ翅Matsuoka，7＝ヵ1ゴ。α7襯Yaoなどが産出する。

Matsuoka（1995）によると，7160麗καと7＝ヵ伽α7％規をま7耽。♂oαψsα60紹κα轍こおい

て共存する。Matsuoka（1995）の年代論にもとつくと，この凝灰質シルト岩の年代はジ

ュラ紀中世後期であると推定される。

　珪質泥岩

　試料06からはS創。αψsα（P）cf．勿煽60s嬬αMatsuokaなどが産出する。　Matsuoka

（1995）によると，S．（P）勿纏60s孟伽は7擁ooloαψsα60麗翅帯上部からS趨。αψsα（P）吻一

％α1云∫恥曝下部に産出が限られる。Matsuoka（1995）の年代論にもとつくと，この珪質

泥岩の年代はジュラ紀中世後期である。

　試料07からは，丁耽。♂06砂sαooη6καMatsuoka，71ヵ1蜘7〃辮Yaoなどが産出する。

Matsuoka（1995）によると，　Z　60％6辮と71ρ♂蜘剛臆1ま丁耽010αψsα60照κα帯シこおい

て共存する。Matsuoka（1995）の年代論にもとつくと，この珪質泥岩の年代はジュラ紀

中世後期であると推定される。

　試料08からは，伽（ッ7’嬬611π”7sp．，7励010αψsαoo麗καなどが産出する。　Matsuoka

（1995）によると，Zoo昭καは，丁耽。♂oαψsαooηθ辮帯から8砂♂oo砂sα（P）頭π～傭帯ケこ
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かけて産出する。Matsuoka（1995）の年代論にもとつくと，この珪質泥岩の年代はジュ

ラ紀中世後期から新世前期までのある時期と推定される。

　試料13および試料14からは，丁痂。♂oo砂∫α（P）ルs⑳7田浦Yao，脳症6αγ鰯¢Yaoなどが産

出する。Matsuoka（1995）によると，　Z　ρ♂磁捌溺とZ（P）伽∫⑳7珈sは丁耽。♂066ψsσ

ヵ1磁γ％〃z帯の最上部を除いた範囲で共存する。Matsuoka（1995）の年代論にもとつく

と，これらの珪質泥岩の年代はジュラ紀中世中期である。

　試料18からは，、射6耽αヵsα加6勿46槻α（Tan），翫襯αsp．などが産出する。　Matsuoka

（1995）によると，、4。加。勿4θ槻αは7ン〃鷹θZ肋07％翻晶帯から丁耽oJoαψsα捌6αγ謝¢

帯にかけて産出する。Matsuoka（1995）の年代論にもとつくと，この珪質泥岩の年代は

ジュラ紀古豪後期から中世中期までのある時期と推定される。

　泥岩

　試料11および15からは，1兆微辮spp．，丁耽。♂oαψ8σspp．などが産出する。これらはジュ

ラ紀を示すが，保存が悪く種の同定が困難であり，年代の詳細は明らかでない。

　試料17からは1臨6z〃η配s麗勿。醐∫61sozaki＆Matsuda，　T7∫oo♂oαψs860麗罵Matsuo－

ka，7＝ヵ1ガ。αγ瑚z　Yaoなどが産出する。　Baurngartller　6’磁（1995）のUAZone区分によ

ると，亙雇ε多號yo6ηs6と7＝60％召辮，　Tヵ傭α耀初はUAZolle　4～5においてのみ共存す

る。Matsuoka（1995）によると，7＝60％6καと7＝ヵ傭α剛撹をま7〕耽。♂oαψ∫αoo％8耀帯セこ

おいて共存する。Matsuoka（1995）の年代論にもとつくと，この泥岩の年代はジュラ紀

中世後期であると推定される。

　本章で論じた放散虫化石年代と岩石種の関係を図3に示す。

4。考　　察

　ユニットAを構成するチャートからは丁沈010αψsα60照κα帯（Matsuoka，1995）を

特徴づける放散虫化石が産出し，その年代はジュラ紀中世後期である。珪質泥岩からは

丁痂0106砂sα60麗κα帯（Matsuoka，1995）からS配。α4）∫α（P）砂癩1乞s帯（Matsuoka，

1995）最下部を特徴づける放散虫化石が産出し，その年代は少なくともジュラ紀中世後期

を含み，新世前期に達する可能性が高い。

　ユニットBを構成するチャートからは，ペルム紀古世前期および三畳紀中世後期を特徴

づける放散虫化石が産出する。凝灰質シルト岩からは，門脈0106砂sα60彫辮帯（Matsuoka，

1995）を特徴づける放散虫化石が産出する。珪質泥岩からは，多くの場合，丁耽oZoαψsα

擁。α㍑解帯（Matsuoka，1995）からS解ooαρsα（？）s卿αZ∫s帯（Matsuoka，1995）最下

部を特徴づける放散虫化石が産出するが，T7〃％sθ♂肋。甥6η晶帯（Matsuoka，1995）

から丁耽oJoαψ∫α擁。α耀魏帯（Matsuoka，1995）を特徴づける放散虫化石を産出する

試料も見いだされる。泥岩からは，丁耽010αψsα60ηθ辮帯（Matsuoka，1995）を特徴づ

ける放散虫化石が産出する。これらのことから，．ユニットBの凝灰質シルト岩および泥岩

の年代は，ジュラ紀中世後期である。珪質泥岩の年代は，多くの場合，ジュラ紀中世中期

から新世前期の範囲内であると考えられるが，試料18の年代はジュラ紀古世後期まで古く

なる可能性もある。しかし，得られた放散虫化石の示準化石としての精度が低いため，試

料18の年代は不明と言わざるを得ない。
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図3　各地点の放散虫化石年代と岩石種の関係

　　化石帯はYao（1982），　Sugiyama（1992），　Matsuoka（1995）による．含まれている放

　　散虫化石が示す年代から，各試料がとり得る年代の範囲を示したもの．

　一般に，チャートは転記性砕屑物が供給されない遠洋域で堆積するのに対し，珪質泥岩

や凝灰質シルト岩は，陸源性砕屑物が供給される海溝域で堆積すると考えられている。そ

のため，チャートの上限または珪質泥岩や凝灰質シルト岩の下限の年代は，海洋プレート

の海溝到達年代として解釈することが可能である。ユニットAの場合，チャートの上限の

年代と，珪質泥岩の下限の年代が，ともにジュラ紀中世後期であるため，ユニットAの形

成に関わった海洋プレートはジュラ紀中世後期に海溝に到達したと考えられる。一方，ユ

ニットBでは，凝灰質シルト岩の年代がジュラ紀中世後期であり，珪質泥岩の年代はジュ

ラ紀中世中期以降の場合が多いことから，ユニットBの形成に関わった海洋プレートの海

溝到達年代はおそらくジュラ紀中世中期以前であると考えられる。しかし，チャートから

ジュラ紀を示す放散虫化石が得られていないため，正確な海溝到達年代を論じることはで

きない。

　愛知県東部から静岡県西部にかけての地域に分布する付加コンプレックスは，黒瀬川帯
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の構成要素とみなされる下部白亜系伊平層（斉藤，1955）の南側に分布することから，秩

父帯南帯の構成要素であると考えられる。松岡ほか（1998）は，秩父帯付加コンプレック

スに関する研究を総括し，地質体の岩相や年代などの特徴をもとに，秩父帯南帯に分布す

る付加コンプレックスを3つのユニットに区分した。これらのうち，大平山ユニットの形

成に関わった海洋プレートの海溝到達年代はジュラ紀古川以前，斗賀野ユニットのそれは

ジュラ紀中世中期から中世最末期，三宝山ユニヅトのそれはジュラ紀中世最末期から新世

後期とされている（松岡ほか，1998）。今回明らかにされたように，浜名湖西方地域のユ

ニットAの形成に関わった海洋プレートの海溝到達年代はジュラ紀中世後期であり，斗賀

野ユニヅトが示す海溝到達年代の範囲内に含まれる（図4）。衝上断層によって，チャー

ト・砕屑岩シーケンスを示すユニットがくりかえすことは，斗賀野ユニットの重要な特徴

である（松岡ほか，1998）。しかし，ユニットAは全体がメラソジュであることや，緑色

岩類を含んでいる点で，典型的な斗賀野ユニットとは異なっている。一方，ユニットBで

は，形成に関わった海洋プレートの海溝到達年代が斗賀野ユニットの場合よりも古いこと

が予想されるが，現段階では年代に関する対比は困難である。今後，ユニットBのチャー
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図4　研究地域および斗賀野ユニットの岩相と年代の関係

　　　斗賀野ユニットの部分は松岡ほか（1998）に基づいて作成．化石帯はMatsuoka（1995）

　　　による．Hm：H3％z〃四〃z皿山〃ガ帯，　Ss：S砂♂06砂sα（P）ψ磁傭帯，　Tc：Tγ260Joαψsα

　　　σo麗κα帯，Tp：Tγ200Joσ砂脇ρ傭α渚％吻帯，　Ll：L磁07％粥（P）伽π癬。π卿帯．
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トの放散虫化石年代を詳細に検討する必要がある。

　今回，浜名湖西方地域に分布する秩父帯付加コンプレックスの堆積岩から放散虫化石が

産出したことにより，これまでより詳細に年代を論じることが可能となった。地質体の対

比に関しては，海洋プレートの海溝到達年代のみならず，地質構造などの複数の要素に関

してさらに検討していく必要がある。
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